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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　近年、医療の現場において感染管理の重要性が叫ばれている。スタンダードプリコーションでは、手袋
は「感染源となりうるものに触れる時や患者の粘膜や創のある皮膚に触れる時、清潔な手袋を着用する」
こととされている。手袋は防御バリアとしての役割を果たし、医療従事者の手に付着している微生物が患
者に伝播するリスクを減少させることになり、重要な役割を果たしている。今回病棟スタッフが行う処置
の際の手袋装着率上昇をはかる為に啓蒙・改善活動を行なったところ、手袋装着率が上昇した。現状と問
題点を把握し具体的な目標を設定したこと、視覚的媒体を使用し強化月間を設けたことなど、様々な活動
に取り組んだことはスタッフに手袋装着の有用性を認識させ、対策への参加の動機付けになったといえる。
今後は装着率上昇にむけて更なる啓蒙・改善が必要である。
　　　　　　　　　はじめに
　血液・体液曝露による職業感染の予防策として処
置の際の手袋装着は有効である。当病棟の手袋装着
率は平均34％であった。スタッフの手袋装着率が低
い原因を追究し、意識・知識の向上のための啓蒙・
改善活動を行った。
　その結果をここに報告する。
　　　　　　　　　目　　的
　スタッフの手袋装着行動に対する啓蒙・改善活動
の効果を明らかにする。
　　　　　　　　　方　　法
1）期間1平成18年6月～平成19年2月
2）対象：A病棟スタッフ36名
3）データの収集方法：処置を行う際（注射、おむ
つ交換、サクション、吐物・汚物処理、創傷処置）
　の手袋装着の有無と装着しない原因を独自に作成
　したアンケート（表！）で調査した。その結果か
　ら明らかになった原因の改善策を実施し、手袋装
着率の変化を見た。
　　　　　　　　　結　　果
　アンケート調査の結果をもとに啓蒙・改善活動を
実施した。その結果、処置ごとの手袋装着率は、注
射時36．1％から69．4％、おむつ交換時は13．9％から
75％、サクション時は47．2％から91％、三物・汚物
処理時は55，6％から83．3％に上昇し、平均装着率は
34％から77．2％となった。
　装着しない理由は活動前後で、習慣がないが75％
から42％、血管が触知しづらいが72％から63％、手
袋の設置場所が少ないが42％で変化はなく、感染に
対する知識が低いが33％から5％となった。
　　　　　　　　　考　　察
　今回、手袋の平均装着率が上昇したのは、スタッ
フに対して勉強会を行い、感染対策に関する正しく
有用な知識の普及に努めたことが要因のひとつであ
る。また、現状と問題点を把握し、具体的な目標を
設定し、その結果を報告したことはスタッフの注意
一1一
北海道社会保険病院
第7巻　2008
を喚起し、対策への参加の動機付けになったと考え
る。
　また、ポスター掲示で視覚的に訴える、お互いに
注意を喚起し合うよう強化月間を設けるなどの啓蒙
活動が病棟全体の手袋装着への意識を向上させたと
いえる。さらにSPDと連携しフィッティングテス
ト・サイズの増加など、装着しやすい環境の整備を
行ったことも手袋装着率上昇につながったと考える。
　処置別に結果を見ると注射時の装着率が他と比較
して低い。手袋を装着すると血管が触知しづらい、
テープが手袋に付着するといった処置のやりにくさ
を理由に手袋を装着していない現状がある。手袋を
装着した手技は慣れるしか方法はなく、密着した手
袋は3ヶ月程度の努力によって違和感がなくなると
いわれている。曝露を防ぐことが職業感染予防の基
本であるため、繰り返しの教育を行い浸透させてい
くことが重要である。
　今回の啓蒙・改善活動では、手袋装着率100％の目
標を達成することはできなかった。原因をスタッフ
の責任にするのではなく、自分達のプログラムの不
十分な点を見つけ出し、今後の継続的な啓蒙・改善
活動を検討する必要がある。
　　　　　　　　結　　論
啓蒙・改善活動は手袋装着率上昇に効果があった。
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表1　アンケート調査項目
①注射（採血、ルートキープ）の際手袋を履いていますか。B～Dと答えた方は、その理由をお書きください。
　　A．はい　B．たまに履いている　C．あまり履いていない　D．履いていない
　　　1　血管が触知しにくい　　　2　感覚が鈍る　　　3　やりにくい
　　　4　履くのを忘れる　　　　　5　患者が嫌がる　　6　手がかゆくなる
　　　7　針刺ししない自信がある　8　履く必要がないと思う
　　　9　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②オムツ交換の際手袋を履いていますか．B～Dと答えた方は、その理由をお書きください。
　　A．はい　　B．たまに履いている　C．あまり履いていない　D．履いていない
　　　1　履く必要がないと思う　　　2　感染症のあるときだけ履けばよい
　　　3　履くのを忘れる　　　　　　4　面倒だから　　　　　5　手がかゆくなる
　　　6　排泄物から感染しないと思う
　　　7　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③サクションの際手袋を履いていますか．B～Dと答えた方は、その理由をお書きください。
　　A．はい　B。たまに履いている　C．あまり履いていない　D．履いていない
　　　1　履く必要がないと思う　　　2　感染症のあるときだけ履けばよい
　　　3　履くのを忘れる　　　　　　4　面倒だから　　　　　5　手がかゆくなる
　　　6　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
④吐物・汚物（例：使用後のポータブル便器の処理）処理の際手袋を履いていますか。
　　B～Dと答えた方は、その理由をお書きください。
　　A．はい　　B．たまに履いている　C．あまり履いていない　D．履いていない
　　　1　履く必要がないと思う　　　2　感染症のあるときだけ履けばよい
　　　3　履くのを忘れる　　　　　　4　面倒だから　　　　　5　手がかゆくなる
　　　6　排泄物から感染しないと思う
　　　7　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤創傷処置の際手袋を履いていますか．B～Dと答えた方は、その理由をお書きください。
　　A．はい　　B．たまに履いている　C．あまり履いていない　D．履いていない
　　　1　履く必要がないと思う　　2　感染症のあるときだけ履けばよい
　　　3　履くのを忘れる　　　　　　4　面倒だから　　　　　5　手がかゆくなる
　　　6　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥！人の患者に複数の処置がある場合、処置ごとに手袋は履き替えていますか？
　　　履き替えている　　　　　　　　　　履き替えていない
⑦その他の場面で手袋装着が必要と感じることがあれば記入をお願いします。
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